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漁民の森づくり（１）
　「森は海の恋人」という言葉を聞いたことがありますか？山は川を通じて海とつながっており、豊かな漁場を維持するうえで、森林から供給される河川水が重要な役割を果たしています。
　このような中で、北牟婁郡紀伊長島町の三浦漁業協同組合では、平成９年から、山の森林を守り育てる取り組みを実施しています。今年度で９回目となったこの漁民の森作り事業を紹介します。
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台風の爪跡
三浦漁業協同組合は５月14日に、宮川ダム湖の横の宮川村有林に植樹を行いました。
宮川村は清流で全国的にも有名な、宮川沿いの美しい村ですが、昨年９月末の台風21号により大きな被害を受け、０一部にまだその爪跡が残っています。今回は災害により荒れてしまった山の復興も兼ねて植樹を実施しました。
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植樹現場
これは植樹の現場を上から撮影した写真です。一見わかりにくいですが、かなり急な斜面となっています。
このような現場で植樹を実施するには、木材などの障害物の撤去、地ならし、下草刈りなど事前準備が必要です。また、事前準備として忘れてはならないのがこの写真の一番奥に写っている柵の設置です。
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1.8mの柵
約1,100平方メートルの現場は、周囲すべてを柵で囲われています。柵はステンレス製のポールと網で作られており、約1.8mの高さがあります。シカやウサギは苗木の新芽や皮を好んで食べるので、このような柵で現場を囲わないと、食害にあった苗木の成長が悪くなりますし、ひどい場合には育たなくなってしまいます。これは過去８年間の経験で三浦の漁業者達がつちかった防護手段なのです。　
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植林開始
小学生達が到着して、植林の開始です。今年も漁業者以外に三浦小学校、宮川小学校の児童をはじめとしたボランティアの方達が総勢70名参加してくださいました。
